
平成20年度文部科学省専門職大学院等教育推進プログラム・南山大学
「教え学び支え合う教育現場間の連携づくり」共同事業 開催要項

「試みて実験して行動科学で学ぶ
ＡＡＰ 」（あかぎアドベンチャープログラム）
～「ラボラトリー方式の体験学習」を中心にして～

，◆趣 旨◆ ラボラトリー方式の体験学習を基盤とした体験学習プログラムの体験や講義等を通して
， ，体験学習による指導方法を学び 人間関係力育成のための指導力の向上を図るとともに

教師間及び教師と施設のネットワークをつくる。

国立赤城青少年交流の家◆主 催◆ 独立行政法人 国立青少年教育振興機構

南山大学◆共 催◆

群馬県・千葉県・埼玉県・栃木県・茨城県・長野県の各県教育委員会，富士見村教育委員会◆後 援◆

平成２０年８月５日（火）～８月８日（金） 3泊4日◆開 催 日◆

国立赤城青少年交流の家◆会 場◆

教員（幼稚園，小学校，中学校，高等学校等）◆対 象◆

◆ 人間関係づくりの学びで教師力を伸ばす学校元気プロジェクト ＡＡＰ ！！◆内 容 「 」
学力向上を図りたい，クラス経営に自信を持ちたい，語り合える職場をつく
りたいとお考えのあなたへ「ＡＡＰ〈ラボラトリー方式の体験学習・プロジ
ェクトアドベンチャーetc 」の実体験は，未来への希望と教師間のネット〉
ワークを提供します。

２４名 （応募多数の場合は抽選とさせていただきます）◆定 員◆

保険種類：傷害保険◆参 加 費◆ ７，０００円
死亡・後遺障害 ６００万円（食事代，保険料等）
入院日額 ６，０００円★当日 受付にてお支払いいただきます， 。
通院日額 ３，２５０円

○裏面の参加申込用紙に必要事項をご記入の上，下記まで郵送またはＦＡＸ◆申込方法◆
（ＦＡＸの場合は，電話で着信の確認をお願いいたします）にて，お申し込みください。

★お申込み・お問い合わせ★
独立行政法人 国立青少年教育振興機構

国立赤城青少年交流の家
〒３７１－０１０１ 群馬県勢多郡富士見村赤城山２７
TEL：027-289-7224 FAX：027-289-7226

E-mail：akagi20kikaku@niye.go.jp
担当：渡辺・岡部

国立赤城青少年交流の家企画事業



時まで◆申込期間◆ 平成20年7月25日（金） 午後５

◆日程◆

◆備 考◆
★応募多数の場合は，抽選とさせていただきます。

★参加内定者の抽選結果の通知につきましては，郵送またはメール等にてお知らせいたします。

○個人情報は，名簿作成及び２次案内の発送に使用させていただきます。

キ リ ト リ
平成２０年度文部科学省専門職大学院等教育推進プログラム・

南山大学「教え学び支え合う教育現場間の連携づくり」共同事業

「 」試みて実験して行動科学で学ぶＡＡＰ（あかぎアドベンチャープログラム）
平成２０年 月 日参 加 申 込 書

ふ り が な

男性・女性 歳氏 名 性別 年齢

住 所 〒 －

ＴＥＬ （自宅） （携帯）

どちらかに○をつけてくださいＦＡＸ （職場・自宅）

応募の動機

Ｅメールアドレス

所属学校名

○をつけてください。★交通手段について 自家用車・送迎バス・その他（ ）

＊送迎バスについては、参加が決まってから 次案内にてご案内します。2

★昼食は各自ですませてきてください。

★申込書は、南山大学教育推進ＧＰ作成のＦＡＸ申込書を使用してもかまいません。

月 日 火 月 日（水） 月 日（木） 月 日（金）8 5 8 6 8 7 8 8（ ）
午前 実習③ 実習⑥ 実習⑧9:00 9:00 9:00

ふりかえり
閉講式11:30

受付 実習④ 実習⑦13:00 13:00 13:00
午後 開講式13:30

実習①13:50
夜 実習② 実習⑤ 情報交換会19:00 19:00 19:30

★「ＡＡＰ（あかぎアドベンチャープログラム）」とは★
国立赤城青少年交流の家が提供する人間関係づくりのプログラムのことで 「ＰＡ（プロジェクトアドベンチャー 」や「ラ， ）
ボラトリー方式の体験学習」などのことをいいます。これらは体験学習法で 「いま、ここ」で起きたことをグループの仲間と，
ふりかえり，学びにつなげていくものです。

★「ラボラトリー方式の体験学習」とは★
特別に設計された人と人とが関わる場において 「今，ここ」での参加者の体験を素材（データ）として，人間や人間関係を，
参加者とファシリテーターとが共に学ぶ（探求する）方法です。
グループでエクササイズを体験した後にふりかえりを行い，どのようなプロセスが起こっていたかを内省・観察し，自分の
気持ちや他者の行動意図などのデータを収集します。そして，そのプロセスの理由や意味を考えるステップを通して自分や他
者，グループの理解を深めていきます。次に，自分を成長させるための課題や行動目標を見つけるステップを経て，実際に新
しい場面でその課題や目標を実践することによって新しい行動を修得し，成長・発達していきます。こうした学びの方法がラ
ボラトリー方式の体験学習です。教室で行うことができ，クラスの人間関係が良くなります。


